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耶
源
は
正
面
口
か
ら
だ
と
五

㌔
強
、
水
梨
口
か
ら
下
れ
ば
〇
・

五
㌔
と
近
い
。
対
岸
の
水
際
か

ら
峡
内
有
数
の
岩
壁
が
垂
直
に

高
く
聳
え
、
流
水
の
勢
い
が
感

じ
ら
れ
る
景
勝
で
あ
る
。
川
辺

に
下
り
る
と
清
廉
な
空
気
感
に

包
ま
れ
、
山
水
画
の
中
の
人
に

な
っ
た
気
分
が
し
て
、
思
わ
ず

１ 

 

  
 

さ
ん
け
ん
は
東
京
と
広
島
の

両
事
務
局
や
現
地
講
師
の
志
賀

誠
治
氏
と
協
議
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
作
成
し
た
。
地
域
と
世
界
の

課
題
が
地
続
き
で
あ
る
点
へ
の

理
解
を
研
修
目
的
に
置
い
た
。 

 

初
日
は
小
林
久
哉
副
理
事
長

が
、「
三
段
峡
の
背
景
」
を
テ
ー

マ
に
研
修
生
十
人
を
峡
内
へ
案

１ 

              

 

 

長
く
居
座
る
の
を
常
と
す
る
。 

  

名
は
、
岩
が
縦
に
Ｖ
字
形
に

え
ぐ
れ
て
い
る
様
子
が
、
薬
を

粉
に
し
た
昔
の
器
具
の
薬
研

（
や
げ
ん
）
に
似
て
い
る
の
に

由
来
す
る
。
熊
南
峰
は
初
期
か

ら
一
貫
し
て
耶
源
と
表
記
し
、

１ 

  

内
し
た
。
三
段
峡
ホ
テ
ル
で
の
研

修
で
は
本
宮
炎
理
事
長
が
さ
ん

け
ん
の
活
動
を
説
明
し
た
後
、
町

民
二
人
を
交
え
て
議
論
し
た 

二
日
目
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
後
、
安
芸
太
田
町
の
セ
ラ
ピ
ー

ガ
イ
ド
に
よ
る
森
林
セ
ラ
ピ
ー

を
体
験
し
て
、
研
修
を
振
り
返
っ

た
。
事
業
委
員
で
あ
る
長
野
県
立 

                 

景
勝
名
と
し
て
固
定
さ
せ
た
。 

 

「
耶
」
は
漢
文
で
疑
問
を
意
味

す
る
字
で
あ
り
、
日
本
語
と
し
て

は
ほ
ぼ
使
用
し
な
い
。
思
い
出
さ

れ
る
の
は
、
江
戸
時
代
の
文
人
、

頼
山
陽
で
あ
る
。
「
雲
耶
山
耶
呉

耶
越
（
く
も
か
や
ま
か
ご
か
え
つ

か
）」
で
始
ま
る
有
名
な
漢
詩
と
、

山
陽
が
命
名
し
た
大
分
県
の
耶

馬
渓 

大
学
の
大
室
悦
賀
教
授
は
「
二
日

間
の
対
話
の
中
で
自
分
の
口
か

ら
出
た
言
葉
に
キ
ー
ワ
ー
ド
が

あ
る
」
と
助
言
し
た
。 

 

研
修
生
か
ら
は
「
自
分
が
住
む

東
京
と
三
段
峡
と
の
つ
な
が
り

が
理
解
で
き
、
不
思
議
な
感
覚
に 

な
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
あ
っ

た
。
全
国
事
務
局
の
江
口
健
介
氏

は
三
段
峡
憲
章
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は

親
和
性
が
高
い
」
と
評
価
し
た
。 

     

「
調
べ
る
、
伝
え
る
、出
会
い
」

を
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
だ
昨
年

は
多
く
の
人
に
出
会
い
、
縁
に
恵 

         

馬
渓
（
や
ば
け
い
）
の
「
耶
」
の 

字
が
、
自
ず
か
ら
中
国
趣
味
的
な

香
り
を
醸
し
て
い
る
。 

  
 
 

 

 

一
九
二
三
年
十
一
月
、
国
の
名

勝
指
定
を
受
け
る
た
め
三
段
峡

を
調
査
し
た
国
府
犀
東
（
こ
く
ぶ

さ
い
と
う
）
は
、
天
下
一
と
し
て 

                

ま
れ
、
足
腰
の
強
化
に
注
力
し

た
一
年
だ
っ
た
。 

特
例
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
へ
の
挑
戦

や
非
営
利
組
織
評
価
セ
ン
タ
ー

の
ベ
ー
シ
ッ
ク
認
証
の
取
得
、

全
十
回
の
組
織
基
盤
強
化
研
修

を
受
講
し
た
。
目
標
と
し
た
ビ

ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
開
設
は
、

１  

  

誰
も
が
知
っ
て
い
た
耶
馬
渓
と

対
比
し
て
三
段
峡
を
評
価
、
地

元
民
を
勇
気
づ
け
た
。
新
聞
も

大
き
く
取
り
上
げ
た
。
大
正
時

代
は
近
代
化
、
西
欧
化
の
一
方

で
、
江
戸
時
代
の
文
化
人
の
間

で
流
行
し
た
中
国
趣
味
が
、
日

本
の
隅
々
に
浸
透
し
た
時
期
で

も
あ
っ
た
。 

（
松
尾 

俊
孝
） 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

            

不
定
期
で
は
あ
っ
た
が
運
営
で

き
、
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。
今
後
、

将
来
の
三
段
峡
の
知
の
拠
点
と

な
る
べ
く
資
料
や
デ
ー
タ
を
集

積
す
る
。 

 

今
年
は
「
蓄
え
る
」
と
「
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
の
二
つ
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
据
え
る
。 

さ
ん
け
ん
の
基
礎
で
あ
る
研

究
と
伝
え
る
技
術
を
見
直
し
、
さ 

― 

      

            

ら
に
充
実
さ
せ
て
、
組
織
の
力
を

蓄
え
る
一
年
に
し
た
い
。 

 

百
年
前
、
高
下
常
市
は
熊
南
峰

と
黒
淵
荘
を
構
想
し
、
筏
に
よ
る

渡
船
を
始
め
た
。
さ
ん
け
ん
も
ト

ラ
イ
＆
エ
ラ
ー
を
繰
り
返
す
中

で
、
人
と
人
と
が
つ
な
が
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
築
き
、
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
を
活
用
し
た
事
業
構
想

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
。 
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 一口メモ 

い
な
く
な
り
、
峡
谷
は
三

月
ま
で
眠
り
に
入
る
。 

 

渓
流
は
い
つ
の
季
節
も

透
明
で
美
し
い
が
、
こ
と

さ
ら
冬
は
翡
翠
色
か
ら
青

１ 
 
 
 
 

み
が
か
っ
た
浅
葱
色
へ
と

変
化
す
る
。「
宝
物
は
見
せ

ま
せ
ん
」。
積
雪
や
落
石
が

観
光
客
に
意
地
悪
を
し
て

い
る
か
の
よ
う
だ
。 

さんけん誕生前から縁   
松村 渉さん 

  

ひろしまＮＰＯセンターに

在籍し、広島地区の市民活動を

支える事務局のエキスパート。

前職で「さんけん」が誕生す 

るきっかけともなった三段峡憲章の作成に携

わり、安芸太田町の観光振興基本計画の策定に

も従事した「縁ある人」だ。 

 三段峡を人と自然による共同作品だと捉え

ている。自然とのかかわり方に正解があるか分

からないからこそ、「自然から学び、自然を守

り、『変えること』『変えないこと』を皆で選べ

る」と話す。三段峡は人と自然とが共存共生す

る場所であり続けてほしいと願っている。（炎） 

プリ 2015。    （炎） 

 

 

南
峰
と
歩
く 
 

⑰ 

耶
源
（
や
げ
ん
） 

■
耶
馬
渓
に
も
劣
ら
ぬ 

■
薬
研
の
形
状
に
由
来 

「
耶
」
に
中
国
趣
味
的
香
り
を
込
め
る 

   

▼
翡
翠
＆
浅
葱 

さ
ん
け
ん
新
聞 
 

十
二
月
に
入
る
と
正
面

口
の
商
店
は
、
雪
対
策
が

さ
れ
訪
れ
る
人
も
ほ
と
ん

ど 
 

 

 

環境調査・保全事業の推進 
 深入山山麓の希少蝶類の保全を実

施し、特にゴマシジミの保護方針を

定める。日本ハンザキ研究所と協力

し、峡内のオオサンショウウオにマ

イクロチップを挿入して、生息およ

び繁殖調査を実施する。 

 

多様なツアーの開発販売 
 広島都市圏の企業、団体と連携し、

三段峡の物語を生かしたツアー、外

国人向けツアーを企画、販売する。商

品開発では安芸太田町内の各団体と

共同し、さんけんの事業が地域の利

益になるよう取り組む。 

 

太田川流域の人材を育成 
 太田川ジュニアリーダー研修（広

島市委託事業）や地域の小中学校で

の授業など、環境・古里教育を担う。

動植物の専門家などと協力し、質の

高いプログラムを提供、持続可能な

太田川流域の考え方を発信する。 

2019 年の主な事業計画 

 
蓄える/パートナーシップ 
 着実な歩みを進めながら３年目

に入る 2019 年のさんけんのキーワ

ードは、「蓄える」と「パートナーシ

ップ」。本宮炎理事長は「見直しとさ

らなる充実、組織の力を蓄える」1年

と位置付ける。 

 

 

 

 

3 年目のキーワード         

組
織
力
蓄
積
す
る
一
年
に 

人
と
人
つ
な
ぎ
事
業
構
想 

 

地域と世界の共通課題を学ぶ 
 国連が掲げる「持続可能な開発目標（ＳＤＧs）」の人材育成事業が 12 月

15 日と 16 日の両日、三段峡ホテルなどで開かれた。環境省の事業で、東京

での研修と北海道、愛媛、広島での現地研修が特徴。公募で選ばれた 30 代ま

での 30 人が、3 カ所に分かれて地域と世界の課題について学んだ。 

 

 

 

 

リード 

「持続可能な開発目標(ＳＤＧs)」の現地研修受け入れ 

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
担
当 

さ
ん
け
ん 

熊南峰と SDGs の関連性を聞く研修生ら 

本宮炎理事長 

https://sanken-/

